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■ 景気観測

■ あおしんトピックス

■ 個別判断項目（業種別）

　総合

　鋳造業

　機械製造業

　卸売業

　小売業

　建設業

　不動産業

　サービス業

■【特別調査】
　「外国人・海外情勢と中小企業」

■ 経営上の問題点と当面の重点経営施策
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川口市を中心とした最近の中小・小規模企業の動向把握
2020年 3月 2日（月）～ 3月 6日（木）
2019年 10月～12月期と比較した2020年 1月～3月期の実績見込み
2020年 1月～3月期と比較した2020年4月～6月期の予想
聞き取りによるアンケート調査
当金庫お取引先企業 301企業、回答企業数 301企業（回答率 100％）
鋳造業 29、機械製造業 38、その他製造業 49、卸売業 27、小売業 40、
建設業 45、不動産業 30、サービス業 43
DI（ディフュージョン・インデックス）方法。「増加」（増加＋やや増加）
と回答した企業割合から、「減少」（減少＋やや減少）と回答した企業割合
を差し引いた指数のことで、そのどちらの企業割合が多いかによって、景
況の動きを時期的な推移の中で把握しようとするものです。
なお、調査時期が３月２日（月）～６日（木）までの為、最新の新型コロ
ナウイルスの影響は反映されておりません。
青木信用金庫 地域振興部
川口市中青木 2－13－21　TEL 048－251－7667（直通）

この調査について

もくじ  

新型コロナウイルス感染症に対する埼玉県企業の意識調査
（2020年3月）

～新型コロナウイルス、企業の76.1％で「業績にマイナス」～

はじめに

調査結果

　世界的に猛威をふるっている新型コロナウイルス感染症。2020年3月11日、WHO（世界保健機関）は、世界的な流
行を意味する「パンデミック」にあたると宣言した。日本でも国民生活だけでなく、企業の経済活動に大きな影響を及ぼ
している。政府は、資金繰り支援やテレワークなどの経営環境の整備支援、雇用の維持を図るための助成金の給付な
ど、様々な対策を進めている。しかしながら、早期終息の糸口も掴めておらず、いまだ予断を許さない状況である。帝国デ
ータバンクは、新型コロナウイルス感染症に対する企業の見解について調査を実施した。
※調査期間は2020年3月17日～31日、調査対象は埼玉県内970社で、有効回答企業数は426社（回答率43.9％）。なお、新型コロナウイ
ルス感染症に関する調査は、2020年2月に続き、今回で2回目

景気観測

　新型コロナウイルス感染症により自社の業績にどのような影響があるか尋ねたところ、『マイナスの影響がある』（「既に
マイナスの影響がある」と「今後マイナスの影響がある」の合計）と見込む企業は76.1％にのぼった。前回調査（2020年2
月、64.6％）と比較すると、11.5ポイント増加しており、業績への悪影響をさらに実感している様子がうかがえた。
　内訳は、「既にマイナスの影響がある」が41.5％（2020年2月、29.4％）、「今後マイナスの影響がある」が34.5％（同
35.2％）となった。とりわけ、既にマイナスの影響がでている企業は4割超に増加した。他方、「影響はない」とする企業は
11.7％（同15.3％）だったほか、『プラスの影響がある』（「既にプラスの影響がある」と「今後プラスの影響がある」の合
計）と見込む企業は1.9％（同1.5％）となった。
　『マイナスの影響がある』と見込む企業を規模別にみると、「大企業」は82.8％、「中小企業」が75.0％、「小規模企業」
が67.6％となった。企業の大小問わず、厳しい反応がみられている。
　『マイナスの影響がある』と見込む企業を業界別にみると、『不動産』が93.3％と最も高かった。以下、『卸売』（86.3
％）、『製造』（77.4％）、『小売』（73.3％）、『サービス』（71.4％）が続いた。特に、『不動産』では、「購入意欲が萎えてい
る」（不動産代理・仲介業）、「材料が入らず、
引き渡しができない」（建物売買業）などの声
があり、企業の80.0％で既にマイナスの影響
がでている。
　今回7割以上の企業が「業績にマイナスの
影響がある」と回答しているが、従前からの
経営悪化企業の中には新型コロナウイルス
の感染拡大の影響がダメ押しとなり、先行き
経営破綻に至る事例が出てくる可能性もあ
ろう。
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株式会社帝国データバンク　
大宮支店 情報部　記者　長森 浩史（ナガモリ ヒロシ）
《略歴》
富山県出身、県立富山東高等学校卒業、法政大学社会学部卒業。1991年（株）帝国データバンク入社、
調査第1部配属。1999年本社情報部配属、2008年大宮支店情報部配属、現在に至る。
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■ 新型コロナウイルス感染症による業績への影響

■ 新型コロナウイルス感染症による業績への影響　～規模別・前回比較～

　　　　トピックス

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている
地元中小企業の資金繰りに支障が生じないよう、
2020年 3月 14日（土）、15日（日）、20日（祝）に
休日相談会を本店営業部他 7 店舗で実施いたしま
した。
　3 月 20 日に実施した西川口支店では、ＮＨＫ
ニュースでも取り上げられました。取材を受けた
支店長は「中小企業にとっては資金繰りがいちばん切実な問題です。感染拡大の収束が見通せない中、お客様
にしっかり寄り添っていきたい」と誠心誠意お応えしていく旨説明いたしました。

「新型コロナウイルス感染症に係る休日相談会」を実施しました

「第8回新春経済セミナー」を開催しました
　あおしんビジネスクラブ主催による「第 8 回新春経済セミナー」を 2
月 6 日（木）、川口駅前市民ホール「フレンディア」にて開催しました。
事業承継をテーマに当金庫取引先等67名の方に参加していただきました。
　（独法）中小企業基盤整備機構 事業承継コーディネーターによる基調講
演後、中小機構の専門家派遣制度を利用して事業承継計画を策定した取引
先にご登壇いただき、「『親から子への事業承継を控えて』～それぞれの視
点から～」をテーマに経営者、後継者の「生の声」のディスカッションを
展開していただきました。
　続いて、当金庫によるＭ＆Ａ支援先の前代表者から「『更に強い企業に
なるために』～ 10 年後を見据えた第三者への事業承継～」と題して、Ｍ
＆Ａ体験談をお話しいただき、最後に埼玉県事業承継ネットワーク 事業
承継コーディネーターから国の事業承継の支援策、事業引継ぎ支援セン
ターの活用方法について説明していただきました。
　参加者からは「講演だけでなく、パネルディスカッションもあったのが
よかった」、「事業承継の苦労話など、貴重な話を聴くことができた」、「事
業承継について真剣に考えるよい契機となった」などの感想をいただきま
した。
　当金庫ではこれからも外部支援機関等と連携して事業承継支援に取り組
んで参ります。

パネルディスカッションの様子

M&A体験談の様子

　埼玉県、（公財）埼玉県産
業振興公社、（公社）埼玉県
情報サービス産業協会、県
内 6 金融機関の主催によ
る「彩の国ビジネスアリー
ナ 2020」が、1月 29日㈬・
30日㈭の 2日間、「さいた
まスーパーアリーナ」にて
開催されました。
　今回は、「新時代を彩る、
埼玉の技術力！」をスローガンに、中小企業の受注確保・販路開拓、技術力向上等を目的に開催され、国内外か
ら 680の企業・団体が出展し、2日間の来場者数は 17,603 人を数えました。
　当金庫取引先も 21社が出展。その中には商談が成立し、販路拡大につながったとの報告を受けており、「ま
た来年も出展したい」との声も多数いただきました。

「彩の国ビジネスアリーナ2020」が開催されました

NHK取材の様子
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　全業種の当期(1～3月期）の業況判断ＤＩは▲10となり、
前期(10～12月期）と比較して3ポイントの悪化となった。
「資金繰り」、「設備」で横ばい、「売上」で7ポイント、「収益」
で1ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で２ポイント、
「原材料・仕入価格」で8ポイントの下降となる。
　来期（4～6月期）は「資金繰り」、「設備」で１ポイントの改

善、「業況」で10ポイント、「売上」で5ポイント、「収益」で4
ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で5ポイント、「原
材料・仕入価格」で4ポイントの下降を予想している。
　全体的には、前期(10～12月期）と比較して景況感は悪
化となり、来期の見通しについても下降傾向を予想してい
る。
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　鋳造業の当期(1～3月期）の業況判断ＤＩは▲14とな
り、前期(10～12月期）と比較して11ポイントの悪化と
なった。「設備」で4ポイントの改善、「販売・請負・料金価
格」、「原材料・仕入価格」で横ばい、「売上」で14ポイント、
「収益」で10ポイント、資金繰りで6ポイントの悪化となる。
　来期(4～6月期)は、「資金繰り」で10ポイントの改善、

「販売・請負・料金価格」、「設備」で横ばい、「業況」で21ポ
イント、「売上」、「収益」で7ポイントの悪化、「原材料・仕入
価格」で3ポイントの下降を予想している。
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　機械製造業の当期(1～3月期）の業況判断ＤＩは▲５とな
り、前期(10～12月期）と比較して5ポイントの悪化となっ
た。「販売・請負・料金価格」で2ポイントの上昇、「資金繰り」
で5ポイントの改善、「設備」で横ばい、「売上」で13ポイン
ト、「収益」で2ポイントの悪化、「原材料・仕入価格」で8ポイ
ントの下降となる。

　来期(4～6月期）は、「業況」で2ポイント、「売上」、「収益」
で16ポイントの改善、「原材料・仕入価格」、「設備」で横ば
い、「販売・請負・料金価格」で2ポイントの下降、「資金繰り」
で3ポイントの悪化を予想している。
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機械製造業
KIKAISE IZOU-GYOU

機
械
製
造
業

機
械
製
造
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

「業況 DI」推移

業況判断指数

当 期
▲5
（▲5）

来期予想
▲3
（+2）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

上昇 変わらず 下降

前期

当期

来期

10.5 68.4 21.1

21.1 60.5 18.4

10.5 65.8 23.7収
益

当 期
▲13
（▲2）

来期予想
3

（+16）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期

当期

来期

10.55.3 84.2

5.394.7

92.12.6 5.3

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲3
（+2）

来期予想
▲5
（▲2）

業況判断指数（単位:%）

前期

当期

来期

13.2 84.2

7.9 5.386.8

7.9 5.386.8

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
3

（▲8）

来期予想
3
（0）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期

当期

来期

2.6 76.3 21.1

2.6 79.0 18.4

5.3 76.3 18.4
資
金
繰
り

当 期
▲13
（+5）

来期予想
▲16
（▲3）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期

当期

来期

21.1 57.8 21.1

18.4 60.5 21.1

15.8 63.1 21.1業
況

当 期
▲5
（▲5）

来期予想
▲3
（+2）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期

当期

来期

18.4 60.5 21.1

18.4 63.2 18.4

10.5 63.2 26.3売
上

当 期
▲16
（▲13）

来期予想
0

（+16）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

当期

来期

79.0 18.4

84.2 15.8

2.6

84.2 15.8設
備

当 期
▲16
（0）

来期予想
▲16
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）
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AOKI SHINKIN BANK

　卸売業の当期(1～3月期）の業況判断ＤＩは▲22となり、
前期(10～12月期）と比較して7ポイントの悪化となった。
「販売・請負・料金価格」で15ポイントの上昇、「資金繰り」、
「原材料・仕入価格」で横ばい、「売上」で8ポイント、「収益」
で4ポイントの悪化、「設備」で3ポイントの減少となる。
　来期(4～6月期）は、「設備」で3ポイントの改善、「業況」

で15ポイント、「売上」、「収益」で11ポイント、「資金繰り」で
4ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で29ポイント、
「原材料・仕入価格」で7ポイントの下降を予想している。
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卸売業
OROSHIURI -GYOU

卸
売
業

卸
売
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲22
（▲7）

来期予想
▲37
（▲15）

「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

上昇 変わらず 下降

前期

当期

来期

18.5 55.6 25.9

14.8 48.2 37.0

14.8 59.3 25.9収
益

当 期
▲11
（▲4）

来期予想
▲22
（▲11）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期

当期

来期

14.8 77.8 7.4

7.4 77.8 14.8

25.9 70.4 3.7

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
22

（+15）

来期予想
▲7

（▲29）

業況判断指数（単位:%）

前期

当期

来期

29.6 66.7

22.2 74.1 3.7

25.9 74.1

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
26
（0）

来期予想
19

（▲7）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期

当期

来期

85.2 11.1

66.711.1 22.2

3.7

77.8 14.87.4
資
金
繰
り

当 期
▲7
（0）

来期予想
▲11
（▲4）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期

当期

来期

14.8 55.6 29.6

7.4 48.2 44.4

7.4 63.0 29.6業
況

当 期
▲22
（▲7）

来期予想
▲37
（▲15）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期

当期

来期

18.5 51.9 29.6

11.1 48.2 40.7

11.1 59.3 29.6売
上

当 期
▲19
（▲8）

来期予想
▲30
（▲11）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

当期

来期

88.9 7.43.7

3.7 88.9 7.4

85.23.7 11.1設
備

当 期
▲7
（▲3）

来期予想
▲4
（+3）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）
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3.7
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AOKI SHINKIN BANK

　小売業の当期(1～3月期）の業況判断ＤＩは▲28とな
り、前期(10～12月期）と比較して10ポイントの悪化と
なった。「設備」で3ポイントの改善、「売上」で23ポイント、
「収益」で20ポイント、「資金繰り」で5ポイントの悪化、「販
売・請負・料金価格」、「原材料・仕入価格」で13ポイントの
下降となる。

　来期(4～6月期）は、「売上」で8ポイント、「収益」で20ポ
イント、「設備」で2ポイントの改善、「資金繰り」で横ばい、
「業況」で12ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で3
ポイント、「原材料・仕入価格」で10ポイントの下降を予想
している。
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小売業
KOURI-GYOU

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲28
（▲10）

来期予想
▲40
（▲12）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

上昇 変わらず 下降

前期
2019 年 10～12 月

当期
2020 年 1～3月

来期
2020 年 4～6月

12.5 57.5 30.0

17.5 47.5 35.0

2.5 57.5 40.0収
益

当 期
▲38
（▲20）

来期予想
▲18
（+20）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期

当期

来期

17.5 77.5 5.0

10.0 12.577.5

10.0 80.0 10.0

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
0

（▲13）

来期予想
▲3
（▲3）

業況判断指数（単位:%）

前期

当期

来期

32.5 62.5 5.0

12.5 80.0 7.5

22.5 70.0 7.5

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
15

（▲13）

来期予想
5

（▲10）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期

当期

来期

75.0 22.52.5

75.0 25.0

75.0 25.0
資
金
繰
り

当 期
▲25
（▲5）

来期予想
▲25
（0）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期

当期

来期

12.5 57.5 30.0

7.5 45.0 47.5

7.5 57.5 35.0業
況

当 期
▲28
（▲10）

来期予想
▲40
（▲12）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期

当期

来期

17.5 55.0 27.5

15.0 45.0 40.0

5.0 57.5 37.5売
上

当 期
▲33
（▲23）

来期予想
▲25
（+8）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

当期

来期

87.5 12.5

92.5 7.5

90.0 10.0設
備

当 期
▲10
（+3）

来期予想
▲8
（+2）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）

小
売
業

小
売
業

「業況 DI」推移

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40

2019/92016/3 2016/9 2017/3 2017/9 2018/3 2018/9 2019/3 2020/3

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

2020 年 4～6月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

2020 年 4～6月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

2020 年 4～6月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

2020 年 4～6月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

2020 年 4～6月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

2020 年 4～6月

¥¥ …DI 値 1以上 …DI 値▲１以下…DI 値 0¥



AOKI SHINKIN BANK

　建設業の当期(1～3月期）の業況判断ＤＩは2となり、前
期(10～12月期）と比較して横ばいとなった。「収益」で8ポ
イント、「資金繰り」で6ポイント、「設備」で1ポイントの改
善、「売上」で11ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」
で11ポイント、「原材料・仕入価格」で8ポイントの下降と
なる。

　来期(4～6月期）は「設備」で横ばい、「業況」で4ポイン
ト、「売上」で18ポイント、「収益」で15ポイント、「資金繰
り」で2ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で6ポイン
ト、「原材料・仕入価格」で7ポイントの下降を予想してい
る。

14 15

建設業
KENSETSU-GYOU

建
設
業

建
設
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
2
（0）

来期予想
▲2
（▲4）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

上昇 変わらず 下降

前期

当期

来期

11.1 73.3 15.6

8.9 71.1 20.0

13.3 77.8 8.9収
益

当 期
4

（+8）

来期予想
▲11
（▲15）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期

当期

来期

17.8 4.477.8

2.2 91.1 6.7

4.4 93.4 2.2

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
2

（▲11）

来期予想
▲4
（▲6）

業況判断指数（単位:%）

前期

当期

来期

24.4 75.6

11.1 86.7 2.2

15.6 84.4

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
16

（▲8）

来期予想
9

（▲7）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期

当期

来期

82.2 11.1

2.2 95.6 2.2

88.9 4.4
資
金
繰
り

当 期
2

（+6）

来期予想
0

（▲２）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期

当期

来期

11.1 80.0 8.9

13.3 71.1 15.6

13.3 75.6 11.1業
況

当 期
2
（0）

来期予想
▲2
（▲4）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期

当期

来期

28.9 60.0 11.1

13.3 62.3 24.4

17.8 71.1 11.1売
上

当 期
7

（▲11）

来期予想
▲11
（▲18）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

当期

来期

95.5 4.5

95.6

95.6 4.4設
備

当 期
▲４
（＋１）

来期予想
▲４
（０）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）

6.7

6.7

4.4

「業況 DI」推移
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AOKI SHINKIN BANK

　不動産業の当期(1～3月期）の業況判断ＤＩは0となり、
前期(10～12月期）と比較して13ポイントの改善となった。
「売上」で10ポイント、「収益」で17ポイントの改善、「販売・
請負・料金価格」で3ポイントの上昇、「資金繰り」で横ばい、
「原材料・仕入価格」で10ポイントの下降となる。
　来期(4～6月期）は、「資金繰り」で6ポイントの改善、「販

売・請負・料金価格」、「原材料・仕入価格」で横ばい、「業況」
で20ポイント、「売上」で14ポイント、「収益」で23ポイント
の悪化を予想している。

16 17

不動産業
FUDOUSAN-GYOU

不
動
産
業

不
動
産
業

業況判断指数

当 期
０

（+13）

来期予想
▲20
（▲20）

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

上昇 変わらず 下降

前期

当期

来期

3.3 66.7 30.0

10.0 46.7 43.3

13.3 63.4 23.3収
益

当 期
▲10
（+17）

来期予想
▲33
（▲23）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期

当期

来期

13.3 23.363.4

86.73.3 10.0

3.3 10.086.7

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲７
（＋3）

来期予想
▲7
（0）

業況判断指数（単位:%）

前期

当期

来期

30.0 10.060.0

16.7 76.6 6.7

13.3 3.383.4

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
10

（▲10）

来期予想
10
（0）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期

当期

来期

10.0 13.376.7

16.7 70.0 13.3

13.3 16.770.0
資
金
繰
り

当 期
▲3
（0）

来期予想
3

（+6）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期

当期

来期

6.7 73.3 20.0

10.0 60.0 30.0

16.7 66.6 16.7業
況

当 期
0

（+13）

来期予想
▲20
（▲20）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期

当期

来期

6.7 63.3 30.0

13.3 46.7 40.0

16.7 53.3 30.0売
上

当 期
▲13
（+10）

来期予想
▲27
（▲14）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

「業況 DI」推移
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サービス業
　サービス業の当期(1～3月期）の業況判断ＤＩは▲5とな
り、前期(10～12月期）と比較して3ポイントの悪化となっ
た。「設備」で横ばい、「売上」、「収益」で９ポイント、「資金
繰り」で17ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で12
ポイント、「原材料・仕入価格」で10ポイントの下降となる。
　来期(4～6月期）は「業況」で3ポイント、「売上」で4ポイ

ント、「収益」で9ポイント、「資金繰り」で3ポイントの改善、
「販売・請負・料金価格」、「設備」で横ばい、「原材料・仕入
価格」で3ポイントの悪化を予想している。
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数
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…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少
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特別調査 ［ 外国人・海外情勢と中小企業 ］

•半年先まで受注は決まっているが、海外に出向かなければならない仕事もある為、新型コロナウイルスの影響でどうなるのか心配。
•リーマンショック時には計画工場停止（月単位）を行ったことから、今後の新型コロナウイルスの影響が懸念される。
•3月から急に仕事が減っている。新型コロナウイルスの影響で部品の製造加工を依頼してくる発注元企業の活動が停滞している。
•新型コロナウイルスの影響で除菌用アルコールスプレー容器の受注が増加しており、対応に苦慮している。他の製品製造
もあるので、スプレー容器の増産は出来ない。
•新型コロナウイルスの影響による大会やイベント自粛で売上減少は明白であり、早く終息して欲しい。
•ちょうど完了した工事に多くの中国製品が使われていた。今だったら、新型コロナウイルスの影響を受け、工期の遅延につな
がっていた。
•外国人の入居者が増加しており、重要なお客様として無視できない存在になってきていると実感している。
•洗濯物は必ず出てくるので、特に新型コロナウイルスの影響は感じない。
•新型コロナウイルスの影響でキャンセル続きである。

【機 械 製 造 業】
【機 械 製 造 業】
【電気機器製造業】
【プラスチック部品製造業】

【記念品・贈答品製造業】
【 建 設 業 】

【不 動 産 管 理 業】
【クリーニング業】
【旅 行 代 理 店】

《 特別調査　調査員コメント》

①非常に増えている
②増えている
③変わらない
④減っている

⑤非常に減っている

1.0％
19.3％

78.1％
1.3％
0.3％

①50％以上
②40％～ 50％
③30％～ 40％
④20％～ 30％
⑤10％～ 20％
⑥10％未満

0.0％
1.0％
1.7％
2.3％
1.7％
5.0％

⑦雇用する予定あり
⑧雇用する予定なし

2.3％
86.1％

外国人労働者を
雇用していない

88.4％

外国人労働者を
雇用している

11.7％

①50％以上
②40％～ 50％
③30％～ 40％
④20％～ 30％
⑤10％～ 20％
⑥10％未満

0.0％
0.7％
0.7％
1.0％
3.3％

15.3％

⑦外国向けの　
　 売上げはない

79.1％

⑥国内だけで十分な売上げがある
⑦何をすればいいのかわからない

⑧人材が不足している
⑨資金面で余裕がない

⑩その他

57.1％
20.6％

5.3％
3.0％

7.6％

①米中貿易摩擦
②中東情勢
③日中関係
④日韓関係
⑤日露関係
⑥北朝鮮問題

⑦アメリカ経済・大統領選挙
⑧イギリスのＥＵ離脱

⑨その他
⑩経営に影響する海外情勢はない

26.9％
3.3％

26.9％
4.7％

0.3％
2.0％

10.6％
1.7％

10.0％
47.5％

海外からの旅行客（インバウンド）の増加や外国人労働者の受入れ拡大など、近年、日本と海外とのつながり
が強まっています。そこで、近年、貴社を取り巻く事業環境や地域社会の中で、外国の方との接触する機会が
増えているという実感はありますか。あてはまるものを 1つ選んでお答えください。

問 

1

貴社では、外国人労働者を雇用していますか。雇用している方は、従業員全体に占める外国人労働者の割合
をお答えください。雇用していない方は、今後、外国人労働者を雇用する予定があるかをお答えください。

問 

2

貴社では、売上全体に占める外国人（旅行客を含む。）、もしくは外国企業向けの売上げ（輸出を含む。）はど
れくらいですか。あてはまるものを１つお答えください。

問 

3

貴社では、経営上、特に注目している海外情勢はありますか。次の中から３つ以内でお答えください。
問 

5

①製品・商品・サービス面の開発強化
②営業力の強化

③ネットや広告による情報発信
④海外拠点の設置・強化

⑤その他

2.0％
1.3％
2.0％
0.3％
0.7％

貴社では、外国向けの売上げを増加させるための取組みを行っていますか。行っている企業は、特に行ってい
る取組みについて１つお答えください。行っていない企業は行っていない理由について１つお答えください。

問 

4

外国向けの
売上げがある

20.9％

外国向けの
売上げはない

79.1％

外国向けの取組みを
行っている

６.3％

経営上の問題点と当面の重点経営施策

売上の停滞・減少

同業者間の競争激化

人手不足

利幅の縮小

大手との競争激化

値下げ要請

原材料高

販売商品の不足

合理化不足

工場店舗の狭小老朽化

輸入品との競争激化
（%）

2019 年   9 月
2019 年 12 月
2020 年   3 月

2019 年   9 月
2019 年 12 月
2020 年   3 月

経営上の問題点集計結果（全業種） 当面の重点経営施策（全業種）
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販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

情報力を強化する

宣伝・広告を強化する

売れ筋商品を取扱う

品揃えを充実改善する

新製品技術を開発する

技術力を高める

提携先を見つける
（%）

0 5 10 15 20 25 30 35 40

外国向けの取組みを
行っていない

93.6％
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●営業地区及び店舗配置図（埼玉県内28市3町2郡・東京都内4区1市）
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